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卜レリス線図を用いた改良ビタビ復号法を提案している。本復号法を2値位相変調 (BPSK:Binary Phase 
Sh i ftKcy i ng)に適用した場合の有効性を示すと共に、シンボルに位相回転を与えるPSKが周期誤り制
御に対して効果的であることを明らかにしている。また、低S/Nの領域における誤り率を改善するため、
シンボル誤りと周期誤りを分離して制御する方式を提案すると共に、 1シンボルごとの位相シフト量は
2n:/3が最適であることを明らかにし、位相シフト量に関する指針を与えている。すなわち、 21[/3シフ
トを用いると、受信系列から求められる相関関数により変調方式に関係なく同期に関する情報が得られ、
同期誤りとシンボル誤りの両者を同時に制御できることを明らかにしている。
以上のように、本論文はピタビ復号法の誤り率特性解析、および位相シフトを用いたシンボル誤りと同
期誤りに対する制御に関して多くの優れた研究成果を得ており、情報工学、特に情報通信工学分野の発展
に寄与すること大である。よって本論文の著者は博t(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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